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佐
田
介
石
の
「
視
實
等
象
儀
」（
熊
本
博
物
館
所
蔵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
報
告

文
学
部
名
誉
教
授
　
梅
林
　
誠
爾

（
哲
学
・
科
学
思
想
）

　

熊
本
市
立
熊
本
博
物
館
所
蔵
の
佐
田
介
石（
文
政
元
年［
一
八
一
八

年
］
～
明
治
一
五
年
［
一
八
八
二
年
］）
制
作
の
視
實
等
象
儀
の
修

理
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
聞
き
、
閲
覧
を
願
い
出
た
。
熊
本
博
物
館
の

学
芸
員
の
方
々
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
閲
覧
・
調
査
す
る
こ
と
が
で

き
、
視
實
等
象
儀
に
世
界
地
図
が
描
か
れ
、
銀
河
も
象
ら
れ
て
い
た

こ
と
等
、
私
に
と
っ
て
は
新
し
い
「
発
見
」
が
あ
っ
た
。

　

調
査
日
時　

二
〇
一
二
年
六
月
二
九
日
、
午
前
一
〇
時
～
一
二
時

　

場
所　
　
　

熊
本
市
立
熊
本
博
物
館
二
階
研
修
室

　

熊
本
博
物
館
か
ら
の
参
加
者

　
　

学
芸
員
（
民
俗
）・
博
士
（
文
学
）
福
西 

大
輔 

氏

　
　

学
芸
員
（
歴
史
）　　
　
　
　
　
　

木
山 

貴
満 

氏

　
　

学
芸
員
（
天
文
）　　
　
　
　
　
　

原　

 

秀
夫 

氏

　
　

学
芸
員
（
美
術
工
芸
）　　
　
　
　

伊
藤
加
奈
子 

氏

一
、
熊
本
博
物
館
所
蔵
視
實
等
象
儀
の
平
成
二
三
年
度
修
理

　

熊
本
博
物
館
所
蔵
視
實
等
象
儀
は
、
介
石
の
住
寺
、
熊
本
市
小
島

町
の
正
泉
寺
か
ら
熊
本
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
視

實
等
象
儀
本
体
、
保
存
箱
、
収
納
用
木
枠
か
ら
な
る
。
今
回
の
修
理

を
担
当
し
た
浦
仏
刻
所
か
ら
、
熊
本
博
物
館
宛
に
報
告
書
「
文
化
財

修
理
解
説
書
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。
同
報
告
書
や
熊
本
博
物
館
学
芸

員
の
方
々
に
よ
れ
ば
、
本
体
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
彩
色
や
解
体
修

理
は
な
さ
れ
て
い
ず
、
現
状
保
存
を
基
本
と
し
つ
つ
、
全
体
の
清
掃

と
近
世
［
正
泉
寺
所
蔵
の
頃
か
］
に
加
え
ら
れ
た
修
理
個
所
の
修
復

が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
体
外
周
の
鉄
囲
山
は
修
理
前
に
既

に
完
全
に
剥
落
し
て
い
た
が
、
そ
の
部
分
が
今
回
塗
ら
れ
て
い
る
。

本
体
部
分
の
媒
象
輪
が
新
し
く
な
っ
て
い
る
印
象
が
あ
る
。
ま
た
、

保
存
箱
前
面
も
修
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。
収
納
用
固
定
木
枠
に
は
手

が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。

二
、
視
實
等
象
儀
本
体

　

本
体
【
写
真
一
】
は
、
天

地
像
部
分
、
そ
の
下
の
胴

部
、そ
の
内
部
器
械
部
分
、

胴
部
を
支
え
る
猫
足
か
ら

な
る
。（【
写
真
一
】
で
、

本
体
の
右
に
見
え
る
の
が

保
存
箱
、そ
の
上
が
木
枠
。）

　

介
石
は
、
著
書
に
二
つ

の
タ
イ
プ
の
視
實
等
象
儀

図
を
描
い
て
い
る
。
一
つ

【
写
真
一
】
視
實
等
象
儀
（
熊
本
博
物
館
所

蔵
）
本
体
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は
、『
鎚
地
球
説
略
』（
文

久
二
壬
戌
歳
臘
月
中
浣

［
一
八
六
三
年
一
月
末
～

二
月
初
旬
］自
序
。以
下『
鎚

説
略
』
と
略
）
巻
之
三
、

五
二
丁
表
裏
掲
載
の
視
實

等
象
儀
図
（【
図
一
】）
で
、

同
様
の
図
は
『
視
實
等
象

儀
記
初
篇
』（
明
治
一
〇
年

八
月
［
一
八
七
七
年
］。『
儀
記
初
篇
』
と
略
）
八
丁
表
、一
七
丁
表
、

一
九
丁
裏
、『
視
實
等
象
儀
詳
説
』（
明
治
一
三
年
二
月
［
一
八
八
〇

年
］。『
詳
説
』
と
略
）
巻
之
上
九
丁
表
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
も
う

一
つ
は
、『
詳
説
』
巻
之
下
一
六
丁
表
に
描
か
れ
た
図
（【
図
二
】）
で
、

こ
の
タ
イ
プ
の
視
實
等
象
儀
図
は
『
鎚
説
略
』『
儀
記
初
篇
』『
詳
説
』

巻
之
上
に
は
描
か
れ
て
い

な
い
。

　
【
図
一
】
に
お
い
て
は
、

「
實
象
天
」
と
書
か
れ
た

上
部
の
一
つ
の
輪
を
中
央

の
一
本
の
軸
棒
が
支
え
て

い
る
。そ
れ
に
対
し
て
、【
図

二
】
に
お
い
て
は
、
中
央

の
輪
と
軸
棒
の
他
に
、
短

い
軸
棒
に
支
え
ら
れ
た
小
さ
な
輪
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
鎚

説
略
』
は
、【
図
一
】
に
つ
い
て
、「
偖サ

テ

コ
ノ
圖
ノ
中マ

ン
ナ
カ心

ハ
北
極
ニ
象

ル
。
コ
ノ
圖
ノ
中
ニ
實
象
天
ト
記
セ
ル
輪ワ

ハ
、
天
ノ
實

ア
リ
ノ

象マ
ヽ

ニ
テ
、

日
月
横
ニ
旋
リ
地
下
ニ
出
入
セ
ザ
ル
形
ナ
リ
。
是
レ
即
チ
中
華
ノ
周

已
前
ノ
聖
説
ナ
リ
」（
五
三
丁
表
）
と
説
明
し
て
い
る
。
他
方
、【
図

二
】
の
中
央
の
輪
と
軸
棒
に
は
「
須
弥
實
象
天
」、
右
下
の
小
さ
な

輪
と
軸
棒
に「
北
極
實
象
天
」と
説
明
書
き
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

【
図
一
】
と
【
図
二
】
は
天
地
像
が
異
な
っ
て
い
る
。【
図
一
】
は

北
極
中
心
の
天
地
を
表
す
が
、
他
方
、【
図
二
】
は
須
弥
世
界
の
天

地
を
表
現
し
、
北
極
中
心
の
世
界
は
そ
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。

　

試
み
に
【
図
一
】
の
視
實
等
象
儀
を
「
北
極
視
實
等
象
儀
」、【
図

二
】
の
そ
れ
を
「
須
弥
視
實
等
象
儀
」
と
呼
ぶ
と
、
両
図
の
相
違
が

明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
介
石
自
身
は
、「
北
極
視
實
等

象
儀
」
と
い
う
呼
び
方
を
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
肥
後
介
石
撰
『
須

弥
視
實
等
象
儀
記
』
と
題
す
る
写
本
（
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
）
が

伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、【
図
一
】【
図
二
】
両
タ
イ
プ
の
視

實
等
象
儀
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

熊
本
博
物
館
所
蔵
視
實
等
象
儀
の
【
写
真
一
】
に
は
、
中
央
の
輪

と
軸
棒
の
他
に
、
短
い
軸
棒
に
支
え
ら
れ
た
小
さ
な
輪
が
見
え
る
。

こ
れ
は
、【
図
二
】
の
タ
イ
プ
の
「
須
弥
視
實
等
象
儀
」
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
円
通
や
環
中
は
、
須
弥
世
界
全
体
を
描
い
た
「
須
弥

山
儀
」（
図
）
と
、
西
洋
地
球
説
に
対
応
す
る
南
閻
浮
提
洲
の
み
を

模
し
た
「
縮
象
儀
」（
図
）
と
を
製
作
し
て
い
る
が
、
介
石
の
「
須

【
図
一
】『
鎚
説
略
』
掲
載
視
實
等
象
儀
図

（「
北
極
視
實
等
象
儀
図
」）

【
図
二
】『
詳
説
』
巻
之
下
掲
載
視
實
等
象

儀
図
（「
須
弥
視
實
等
象
儀
図
」）
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弥
視
實
等
象
儀
」
と
「
北
極
視
實
等
象
儀
」
と
は
、
そ
の
意
味
す
る

天
地
像
の
側
面
か
ら
考
え
る
と
、
円
通
の
「
須
弥
山
儀
」
と
「
縮
象

儀
」
と
に
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、
物
理
的
な
構
造
物
と
し
て
見

れ
ば
、
介
石
の
「
北
極
視
實
等
象
儀
」
と
「
須
弥
視
實
等
象
儀
」
と

は
、
短
い
軸
棒
に
支
え
ら
れ
た
小
さ
な
輪
に
関
す
る
部
分
だ
け
が
異

な
り
、
他
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
北
極
中
心
世
界
と
須
弥
中
心
世
界

と
を
比
較
す
る
た
め
に
、「
北
極
視
實
等
象
儀
」
と
「
須
弥
視
實
等

象
儀
」
と
を
一
台
ず
つ
造
っ
て
そ
の
二
台
を
並
べ
る
こ
と
に
は
、
製

作
の
負
担
に
見
合
う
意
味
が
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
想
像
に

過
ぎ
な
い
が
、「
須
弥
視
實
等
象
儀
」
だ
け
を
造
っ
て
、
短
い
軸
棒

を
取
っ
た
り
付
け
た
り
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
介
石
は
、『
鎚
説
略
』
や
『
儀
記
初
篇
』『
詳
説
』
巻
之
上

に
お
い
て
、「
北
極
視
實
等
象
儀
」
を
描
い
て
、
そ
の
構
造
や
機
能

に
つ
い
て
比
較
的
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
が
、『
詳
説
』
巻
之
下
で

は
「
須
弥
視
實
等
象
儀
」
の
構
造
や
機
能
に
つ
い
て
改
め
て
精
し
く

説
明
し
て
は
い
な
い
。
そ
れ
で
、
熊
本
博
物
館
所
蔵
の
「
須
弥
視
實

等
象
儀
」
の
構
造
や
機
能
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、『
鎚
説
略
』
や
『
儀

記
初
篇
』『
詳
説
』
巻
之
上
な
ど
の
「
北
極
視
實
等
象
儀
」
に
つ
い

て
の
解
説
も
必
要
に
応
じ
て
参
照
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

熊
本
博
物
館
所
蔵
視
實
等
象
儀
（「
須
弥
視
實
等
象
儀
」）
の
本
体

天
地
像
部
分
は
、
①
須
弥
實
象
天
と
そ
の
軸
棒
、
②
北
極
實
象
天
と

そ
の
軸
棒
、
③
須
弥
世
界
の
大
海
（
胴
部
上
面
の
平
面
）、
④
大
海

に
浮
か
ぶ
四
大
洲
と
そ
れ
ぞ
れ
を
覆
う
四
つ
の
視
象
天
（
大
海
面
上

の
四
つ
の
半
球
）、
⑤
須
弥
實
象
天
と
北
極
實
象
天
と
南
閻
浮
提
洲

の
視
象
天
を
繫
な
ぐ
媒
象
輪
（
多
数
の
輪
）、
⑥
大
海
を
囲
む
鉄
囲

山
（
こ
の
部
分
は
既
に
失
わ
れ
て
い
る
）
か
ら
成
る
。
ま
た
、
⑦
胴

部
は
、
須
弥
世
界
を
支
え
る
金
輪
、
水
輪
、
風
輪
を
表
し
て
い
る
。

三
、四
大
洲
と
視
象
天

　

下
の
【
写
真
二
】
に
は
、
須
弥
世
界

の
大
海
に
浮
か
ぶ
東
西
南
北
の
四
大
洲

と
各
洲
を
覆
う
四
つ
の
視
象
天
（
大
海

面
上
の
四
つ
の
半
球
）
が
見
え
る
。
わ

れ
わ
れ
が
住
む
と
言
わ
れ
る
南
閻
浮
提

［
剡
浮
提
］
洲
は
、
北
極
實
象
天
の

軸
棒
の
す
ぐ
横
の
半
球
に
覆
わ
れ
て
い

る
。
時
計
回
り
に
そ
の
右
に
西
瞿
耶
尼

洲
、
そ
の
右
に
北
鬱
単
越
洲
、
さ
ら
に

右
に
東
弗
婆
提
洲
を
覆
う
視
象
天
が
見

え
る
。

　
『
鎚
説
略
』
は
、「
北
極
視
實
等
象
儀
」（【
図
一
】）
に
つ
い
て
、「
コ

ノ
圖
ノ
中
ニ
視
象
輪
［
天
］
ト
記
セ
ル
ハ
、
是
レ
人
目
ノ
視ミ

成
ス
ト

コ
ロ
ノ
天
ニ
テ
、
日
月
地
下
ヨ
リ
出
テ
ヽ
地
下
ニ
入
ル
形
ナ
リ
。
是

レ
即
チ
西
洋
ノ
天
球
ノ
形
ナ
リ
」（
五
三
丁
表
）
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
を
【
写
真
二
】
や
【
図
二
】
の
「
須
弥
視
實
等
象
儀
」
に
当
て

は
め
る
と
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
に
お
い
て
は
、
日
月
は
須
弥
中
心
の

【
写
真
二
】
視
實
等
象
儀
（
熊

本
博
物
館
所
蔵
）
四
大
洲
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高
く
広
大
な
軌
道
を
地
に
平
行

に
運
行
し
て
い
る
が
、
南
洲
の

わ
れ
わ
れ
は
、
日
月
が
南
洲
上

の
低
く
小
さ
な
軌
道
を
「
地
下

ヨ
リ
出
テ
ヽ
地
下
ニ
入
ル
形
」

で
運
行
す
る
よ
う
に
視
成
す
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
視
象
天
に

は
地
球
儀
の
経
緯
線
が
あ
る
よ

う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
地
球

で
は
な
く
、「
西
洋
ノ
天
球
」
に

相
当
す
る
。
そ
の
「
西
洋
ノ
天

球
」
が
視
成
し
の
「
視
象
天
」

に
過
ぎ
な
い
と
介
石
は
言
っ
て

い
る
。

　

視
實
等
象
儀
の
器
械
部
分
【
写
真
三
】
を
見
る
と
、「
視
象
天
」

が
完
全
な
球
で
あ
る
こ
と
や
、
回
転
の
た
め
の
仕
掛
け
が
見
て
取
れ

る
。

四
、
須
弥
實
象
天

　
『
詳
説
』
上
巻
（
八
丁
裏
）
に
は
、「
コ
ノ
器
械
ノ
中
央
ニ
日
月

二
十
八
宿
ヲ
施ツ

ケ

タ
ル
高
キ
平
輪
ハ
、
是
レ
実
象
天
ノ
形
ナ
リ
」
と
、

北
極
實
象
天
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
む
し
ろ
「
須
弥

實
象
天
」
に
つ
い
て
の
説
明
と
読
み
替
え
る
方
が
よ
い
。
す
な
わ

ち
、
天
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
に
お

い
て
は
、日
（
太
陽
）、月
（
太
陰
）、

二
十
八
宿
の
星
々
が
、
須
弥
世
界

全
体
の
天
に
属
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
下
の【
写
真
四
】を
、

【
図
二
】
と
も
比
較
し
な
が
ら
見

る
と
、
大
き
な
輪
の
右
上
方
に
突

き
出
た
腕
の
先
の
小
球
は
日
、
右

下
方
に
突
き
出
た
腕
の
先
の
小
球

は
月
、
そ
し
て
大
き
な
輪
の
周
囲

に
付
け
ら
れ
た
小
さ
な
丸
い
駒
が

二
十
八
宿
で
あ
る
。
二
十
八
宿
の

駒
は
、
や
や
欠
落
し
て
お
り
、
残
っ

た
駒
の
文
字
を
手
前
の
右
か
ら
左
（
東
か
ら
西
）
に
追
う
と
、
奎
、

室
、
危
、
胃
、
牛
、
斗
、
尾
、
心
、
壁
、
亢
、
房
、
軫
、
翼
、
張
、

鬼
、
柳
、
井
、
觜
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
（
壁
、
胃
、
亢
、
柳
の
位

置
が
ず
れ
て
い
る
。
ま
た
、
虚
、
女
、
箕
、
氐
、
角
、
星
、
參
、
畢
、

昴
、
婁
が
欠
落
し
て
い
る
）。

　
『
詳
説
』
上
巻
は
、「
コ
ノ
器
械
上
ニ
テ
二
十
八
宿
ヲ
施
シ
タ
ル

輪
」
に
つ
い
て
、「
春
秋
二
分
ノ
日
路
ナ
リ
」（
一
〇
丁
裏
）、
す
な

わ
ち
太
陽
が
春
分
、
秋
分
に
東
か
ら
西
へ
日
周
運
行
す
る
経
路
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
天
の
赤
道
に
当
り
、
ま
た
『
立
世
阿

毘
曇
論
』「
日
月
行
品
」
に
言
う
中
路
に
相
当
す
る
。『
儀
記
初
篇
』

【
写
真
三
】
視
實
等
象
儀
（
熊
本
博
物

館
所
蔵
）器
械
部
分
一（
視
象
天
）

【
写
真
四
】
視
實
等
象
儀
（
熊
本

博
物
館
所
蔵
）
須
弥
實
象
天
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に
「
ソ
ノ
實
象
天
ニ
於
テ
日
月
二
十
八
宿
ヲ
懸
ケ
、
悉
ク
螺ゼ

ン

鏁マ
イ

ニ
テ

之
ヲ
旋
ラ
シ
、
時ト

規ケ
イ

ヲ
カ
ケ
テ
日
月
ノ
出
没
ト
正
晝
ト
正
夜
ト
ノ
時

ニ
応
ス
ル
コ
ト
天
ノ
如
シ
」（
八
丁
裏
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

日
・
月
だ
け
で
な
く
二
十
八
宿
も
、
大
海
大
地
に
対
し
て
「
悉
ク
螺ゼ

ン

鏁マ
イ

ニ
テ
」
日
周
運
行
を
す
る
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　

さ
ら
に
、『
儀
記
初
篇
』
は
、「
日
輪
ハ
半
年
ニ
シ
テ
冬
至
ノ
路
ヨ

リ
夏
至
ノ
路
ニ
至
リ
、
又
半
年
ニ
シ
テ
夏
至
ノ
路
ヨ
リ
冬
至
ノ
路
ニ

至
リ
、
月
ハ
半
月
ニ
シ
テ
夏
至
ノ
路
ヨ
リ
冬
至
ノ
路
ニ
至
リ
、
又
半

月
ニ
シ
テ
冬
至
ノ
路
ヨ
リ
夏
至
ノ
路
ニ
至
ル
モ
亦
天
ノ
如
シ
」
と
続

け
て
い
る
。
こ
の
器
械
は
、
冬
至
線
（「
日

月
行
品
」
の
外
路
）
か
ら
赤
道
を
経
て
夏

至
線
（「
日
月
行
品
」
の
内
路
）
ま
で
を
往

復
す
る
太
陽
の
年
周
運
行
や
、
太
陰
の
同

様
の
月
周
運
行
も
、
天
文
現
象
の
通
り
再

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　
【
写
真
五
】
は
、
須
弥
實
象
天
を
横
か

ら
見
た
写
真
で
あ
る
。
上
蓋
が
あ
り
、
そ

の
下
か
ら
日
の
腕
が
出
て
、
次
に
二
十
八

宿
の
輪
を
付
け
た
環
が
あ
り
、
そ
の
下
か

ら
月
の
腕
が
出
て
、
最
後
に
受
け
皿
が
あ

る
。
こ
れ
か
ら
上
蓋
、
日
の
腕
、
二
十
八

宿
の
環
を
取
り
除
い
た
姿
が
、【
写

真
六
】
で
あ
る
。
月
の
腕
が
取
り

付
け
ら
れ
た
環
と
そ
の
内
側
の
歯

車
が
見
え
る
。
こ
の
環
の
中
心
は
、

受
け
皿
（
と
軸
棒
）
の
中
心
か
ら

離
れ
て
い
る
。

　

こ
の
環
は
、［
ⅰ
］
受
け
皿
に
乗
っ

て
二
十
八
宿
を
付
け
た
環
と
と
も

に
、
受
け
皿
中
心
を
回
転
の
中
心

と
し
て
東
か
ら
西
へ
の
（
時
計
回

り
の
）
日
周
運
行
を
行
い
な
が
ら
、

同
時
に
［
ⅱ
］
環
自
身
の
中
心
を

回
転
の
中
心
と
し
て
、
西
か
ら
東

へ
の
（
反
時
計
回
り
の
）
月
周
運
行
を
受
け
皿
や
二
十
八
宿
に
対
し

て
行
う
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
①
月
球
の
日
周
運
行
の
回

転
半
径
が
、
受
け
皿
の
中
心
か
ら
環
の
中
心
ま
で
の
長
さ
の
最
大
二

倍
ま
で
変
化
し
、
冬
至
線
と
夏
至
線
の
間
の
月
球
軌
道
の
月
周
変
化

が
生
み
だ
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
時
に
、
②
二
十
八
宿
（
恒

星
）
に
対
す
る
月
球
の
西
か
ら
東
へ
の
月
周
運
行
が
生
み
出
さ
れ
る

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

①
日
球
軌
道
の
冬
至
線
と
夏
至
線
の
間
の
年
周
変
化
と
②
日
球
の

二
十
八
宿
に
対
す
る
西
か
ら
東
へ
の
年
周
運
行
も
同
様
の
仕
掛
け
に

よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

【
写
真
五
】

　
　

須
弥
實
象
天
二

【
写
真
六
】
須
弥
實
象
天
三

　
　

月
の
腕
が
付
け
ら
れ
た
環
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視
實
等
象
儀
を
実
際
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
ず
、
歯
車
の
数
や
組

合
せ
も
調
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
月
球
や
日
球
の
運
行

に
つ
い
て
の
上
の
考
え
は
、
も
ち
ろ
ん
推
測
で
し
か
な
い
。
し
か

し
、
も
し
こ
の
推
測
に
間
違
い
が
な
け
れ
ば
、
視
實
等
象
儀
は
、
円

通
や
信
暁
の
四
洲
異
四
時
説
に
反
対
し
て
環
中
や
介
石
ら
が
主
張
し

た
四
洲
同
四
時
説
の
日
月
運
行
を
象
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
『
立
世
論
』「
日
月
行
品
」
に
は
、「
も
し
日
が
東
弗
婆
提
で
内
路

［
夏
至
線
に
相
当
］
を
運
行
す
る
な
ら
西
瞿
耶
尼
で
外
路
［
冬
至

線
］
を
運
行
し
、
南
剡
浮
提
と
北
鬱
単
越
で
中
路
［
天
の
赤
道
］
を

運
行
す
る
」
と
あ
る
（
月
に
つ
い
て
も
同
様
に
書
か
れ
て
い
る
）。

異
四
時
説
は
、
こ
の
文
を
、
日
（
や
月
）
の
日
周
運
行
に
つ
い
て
の

文
と
見
な
し
、
日
も
月
も
一
日
の
周
回
に
お
い
て
、
東
洲
内
路
［
夏

至
線
］
か
ら
南
洲
中
路
［
天
の
赤
道
］
を
経
て
西
洲
外
路
［
冬
至

線
］
に
至
り
、
さ
ら
に
西
洲
中
路
を
経
て
東
洲
内
路
に
戻
る
、
す
な

わ
ち
一
日
の
間
に
東
洲
夏
、
西
洲
冬
、
南
北
二
洲
は
春
秋
と
い
う
よ

う
に
、
四
洲
に
異
な
る
季
節
が
訪
れ
る
と
説
く
と
解
釈
す
る
。
そ
れ

に
対
し
、
同
四
時
説
は
、「
此
レ
日
道
ノ
内
外
路
ニ
斜
絡
ス
ル
ノ
状

ヲ
明
シ
…
給
フ
文
ナ
リ
。
四
天
下
四
時
ヲ
交
互
ス
ル
ヿ
ヲ
明
シ
給
フ

文
ニ
ア
ラ
ズ
」（
環
中
『
須
彌
界
四
時
異
同
弁
』
六
丁
裏
～
七
丁
表
）

と
解
釈
す
る
。
問
題
の
一
文
は
、
日
の
年
周
運
行
に
関
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、「
日
道
」（
太
陽
の
年
周
軌
道
、
即
ち
黄
道
）
が
内
路
と
外

路
と
の
間
を
往
復
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
理
解
す
る
の
で

あ
る
。

　

そ
し
て
、
環
中
は
、「
日
月
行
品
」
は
日
月
が
「
天
ノ
周
迴
ニ
随

テ
左
旋
シ
日
日
東
行
」
す
る
と
説
く
と
解
釈
す
る
（
同
上
、
三
丁
表

裏
）。
す
な
わ
ち
、
日
月
に
つ
い
て
、
二
十
八
宿
を
含
む
全
天
の
左

旋
（
東
か
ら
西
へ
の
日
周
運
行
）
に
随
う
東
か
ら
西
へ
の
日
周
運
行

と
と
も
に
、
同
時
に
西
か
ら
東
へ
の
東
行
（
年
周
や
月
周
の
運
行
）

を
説
い
て
い
る
と
解
釈
す
る
。
前
者
は
先
の［
ⅰ
］に
、後
者
は ［
ⅱ
］

に
相
当
す
る
。
介
石
も
、
写
本
『
闇
中
案
』（
龍
谷
大
学
所
蔵
）
巻

之
下
一
九
丁
表
裏
に
お
い
て
、『
摩
登
伽
経
』「
明
時
分
別
品
第
七
」

の
「
七
曜
周
天
數
法
」
の
一
文
が
、西
行
と
は
区
別
さ
れ
る
七
曜
（
日

月
と
五
惑
星
）
の
東
行
を
述
べ
た
も
の
だ
と
理
解
し
て
、『
摩
登
伽

経
』
を
同
四
時
の
経
典
に
数
え
て
い
る
。（
四
洲
四
時
異
同
を
め
ぐ

る
論
争
に
つ
い
て
は
、
岡
田
正
彦
著
『
忘
れ
ら
れ
た
仏
教
天
文
学
』

を
参
照
）

　

な
お
、『
鎚
説
略
』
は
、「
コ
ノ
視
實
等
象
儀
器
ハ
朔
ニ
ハ
日
月
同

處
ニ
相
合
ヒ
、
望
ニ
ハ
日
月
正マ

ム
キ対

ニ
相
離
レ
」（
五
四
丁
表
）
と
述

べ
て
、
視
實
等
象
儀
實
象
天
に
お
け
る
日
月
の
運
行
が
、
月
の
位
相

変
化
や
朔
望
月
も
表
現
で
き
る
優
れ
も
の
だ
と
も
言
っ
て
い
る
。

　

日
月
二
十
八
宿
の
こ
れ
ら
の
運
行
が
属
す
る
須
弥
實
象
天
は
、
海

面
か
ら
四
万
由
旬
の
高
さ
に
あ
り
、
ま
た
須
弥
四
洲
に
亘
る
広
が
り

を
持
つ
と
言
う
（『
詳
説
』
下
巻
二
五
丁
表
）。
介
石
は
、
高
さ
八
万

由
旬
の
須
弥
山
の
中
腹
、四
万
由
旬
の
所
を
日
月
は
行
く
と
す
る『
立

世
阿
毘
雲
論
』
な
ど
の
仏
説
に
従
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
須
弥
視

實
等
象
儀
」
に
は
、
須
弥
實
象
天
が
象
ら
れ
て
い
る
が
、
高
さ
八
万
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由
旬
の
須
弥
山
の
姿
は
象
ら

れ
て
い
な
い
。

五
、
南
閻
浮
提
洲

　

円
通
初
め
環
中
、
信
暁
、

そ
し
て
介
石
な
ど
仏
教
天
文

学
者
た
ち
は
、
西
洋
説
に
言

う
地
球
は
、
仏
説
の
南
閻

浮
提
一
洲
に
当
る
と
主
張
す

る
。
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ

た
が
、
視
實
等
象
儀
の
南
閻

浮
提
洲
に
は
、
波
模
様
だ
け

の
他
の
三
洲
と
違
い
、
地
図

が
描
か
れ
て
い
た
。【
写
真

七
】
は
、
南
洲
の
拡
大
画
像

で
あ
る
。
う
っ
す
ら
と
白
い

線
が
見
え
る
。
赤
道
と
夏
至

線
、
冬
至
線
で
あ
る
。
描
か

れ
て
い
る
の
は
、
世
界
地

図
、
そ
れ
も
『
詳
説
』
巻
之

下
二
八
丁
二
九
丁
見
開
き
の

「
平
面
輿
地
図
」（【
図
三
】）

に
似
て
い
る
。
南
洲
に
西
洋

由
来
の
世
界
地
図
を
描
く
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
、
円
通
の
「
縮
象

儀
」
に
倣
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

六
、
北
極
實
象
天

　

日
月
も
星
々
も
天
の
北
極
を
中
心
と
し
て
日
々
運
行
し
て
い
る
様

子
が
普
通
に
観
察
さ
れ
る
。
こ
の
北
極
中
心
の
天
文
現
象
を
ど
う
説

明
す
べ
き
か
、
天
の
北
極
と
極
下
の
地
を
須
弥
世
界
の
中
に
ど
う
位

置
づ
け
る
か
は
、
須
弥
山
を
天
地
の
中
心
と
す
る
仏
教
天
文
学
に

と
っ
て
、
難
問
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
【
写
真
二
】
や
左
の
【
写
真
八
】
を
見
る
と
、
視
實
等
象
儀
の
北

極
實
象
天
が
、
次
の
①
～
⑤
の
複
雑
な
構
造
を
持
つ
こ
と
が
わ
か

る
。
北
極
實
象
天
の
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
上
の
難
問
へ
の
介
石
の
解

答
を
表
わ
し
て
い
る
。
ま
た
、
介
石
が
北
極
實
象
天
を
重
視
し
て
い

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

① 

北
極
實
象
天
は
、
他
の
三
洲

に
は
属
し
て
い
ず
、
南
閻
浮
提
洲

に
の
み
属
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

　

② 

北
極
實
象
天
の
軸
棒
は
、
南

洲
の
中
で
は
な
く
、
そ
の
北
側
直

近
に
立
つ
。
上
の「
平
面
輿
地
図
」

に
お
い
て
、
北
極
海
の
中
で
は
な

く
、頁
枠
の
上
方
張
出
部
分
に
「
北

辰
下
」
と
あ
る
こ
と
と
も
一
致
し

【
写
真
七
】
南
閻
浮
提
洲

【
図
三
】「
平
面
輿
地
図
」

　
　
（『
視
實
等
象
儀
詳
説
』
巻
之
下
）

【
写
真
八
】
北
極
實
象
天
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て
い
る
。

　

③ 
北
極
實
象
天
の
高
さ
は
、
須
弥
實
象
天
の
高
さ
四
万
由
旬
の

四
分
の
一
と
さ
れ
る
。

　

④ 

北
極
實
象
天
に
細
長
い
雲
の
よ
う
な
も
の
（「
銀
河
」
と
思
わ

れ
る
）
が
流
れ
て
い
る
。

　

⑤ 

北
極
實
象
天
の
輪
に
も
二
十
八
宿
の
印
が
付
い
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
円
通
は
、『
佛
国
暦
象
編
』
巻
之
三
、二
二
丁
表
～

二
三
丁
裏
に
お
い
て
、
一
方
で
、「
北
極
を
以
て
天
地
の
中
心
と
為
」

す
『
周
髀
算
經
』
の
蓋
天
説
を
観
測
と
自
然
の
理
に
基
づ
く
も
の
と

し
て
認
め
、［
ⅰ
］
北
極
星
は
南
閻
浮
提
の
中
心
に
位
置
し
、［
ⅱ
］

迴
照
輪
（
天
の
赤
道
）
以
北
の
星
々
は
北
極
星
を
中
心
に
閻
浮
提
洲

の
天
を
輪
環
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
他
方
で
、［
ⅲ
］
天
の

赤
道
内
外
に
懸
る
日
月
や
二
十
八
宿
は
須
弥
山
を
中
心
と
し
て
四
洲

を
廻
る
と
主
張
し
、
ま
た
、［
ⅳ
］
南
洲
だ
け
で
な
く
他
の
三
洲
に

も
北
極
、
南
極
が
あ
る
と
も
言
う
。
そ
し
て
、
広
大
な
須
弥
の
天
地

を
対
象
と
す
る
仏
説
に
比
べ
、『
周
髀
』
の
北
極
中
心
説
は
閻
浮
提

一
洲
し
か
見
て
い
な
い
と
、
そ
の
視
野
の
狭
さ
を
指
摘
す
る
。
こ
う

し
て
、
円
通
は
、「
辰
星
［
北
極
星
］
ヲ
以
テ
須
弥
ノ
天
頂
ニ
置
モ

ノ
ハ
甚
ダ
謬
ナ
リ
」（『
須
弥
山
儀
銘
並
序
和
解
』
巻
之
下
一
丁
表
、

二
丁
表
）
と
、
北
極
を
須
弥
山
と
一
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
人
々
を
批

判
し
て
い
る
。

　

須
弥
實
象
天
と
北
極
實
象
天
と
を
立
て
る
介
石
の
視
實
等
象
儀

は
、大
筋
で
は
円
通
の
考
え
を
踏
ま
え
て
い
る
。
円
通
の［
ⅱ
］［
ⅲ
］

と
同
じ
よ
う
に
、
介
石
も
、
北
極
星
や
北
斗
七
星
等
は
南
洲
の
星
で

あ
る
が
、
日
月
や
二
十
八
宿
の
星
々
は
四
洲
を
廻
り
広
大
な
須
弥
實

象
天
に
属
す
る
と
考
え
る
（『
詳
説
』
巻
之
下
一
六
丁
裏
・
一
七
丁

表
）。
し
か
し
、
円
通
が
［
ⅳ
］
他
の
三
洲
に
も
北
極
を
立
て
る
の

に
対
し
、
介
石
は
北
極
星
や
北
斗
七
星
等
は
「
南
閻
浮
提
一
洲
ニ
限

レ
ル
星
」（
同
一
六
丁
裏
）
で
あ
る
と
す
る
。
北
極
實
象
天
の
特
徴

①
は
、
介
石
の
須
弥-

北
極
理
解
が
、
円
通
の
［
ⅱ
］［
ⅲ
］
と
一

致
し
つ
つ
も
、［
ⅳ
］
と
対
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
介

石
は
、
北
極
を
わ
れ
わ
れ
が
住
む
南
閻
浮
提
（
西
洋
説
の
地
球
に
相

当
）
と
だ
け
強
く
結
び
つ
け
、
北
極
を
南
閻
浮
提
の
天
地
に
固
有
な

構
造
と
考
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

文
久
二
年
の
『
説
略
』
か
ら
明
治
十
年
の
『
儀
記
初
篇
』
ま
で
、

専
ら
「
北
極
視
實
等
象
儀
」
だ
け
を
扱
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
、

介
石
の
一
貫
し
た
北
極
重
視
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
北
極
重

視
の
考
え
は
、
中
国
の
蓋
天
説
や
西
洋
の
地
球
説
に
よ
る
天
文
現
象

の
説
明
を
、
仏
教
須
弥
界
説
と
齟
齬
し
な
い
範
囲
で
受
け
入
れ
よ
う

と
す
る
介
石
の
姿
勢
か
ら
出
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
北
極
を
閻
浮
提
洲
（
西
洋
説
の
地
球
に
相

当
）
固
有
の
も
の
と
し
て
重
視
し
た
こ
と
か
ら
、
須
弥
や
西
洋
地
球

説
と
の
関
連
に
お
い
て
北
極
實
象
天
に
関
し
て
さ
ら
に
解
決
す
べ
き

幾
つ
か
の
問
題
が
生
ま
れ
、
介
石
は
そ
れ
ら
と
格
闘
し
て
い
る
。

　

地
球
説
と
の
関
連
を
見
る
と
、
特
徴
②
は
、
地
球
に
相
当
す
る
閻

浮
提
の
外
側
直
近
に
北
極
下
を
置
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
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介
石
は
当
初
北
極
下
を
円
通
［
ⅰ
］
と
同
じ
よ
う
に
、
閻
浮
提
洲
内

に
あ
る
と
考
え
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
文
久
二
年
の
『
鎚
説
略
』

（
四
九
丁
裏
）
は
、
緯
度
一
度
を
日
本
里
の
三
〇
里
と
し
、「
北
極

星
ハ
、
日
本
ノ
京
師
ノ
天
頂
ヲ
去
ル
コ
ト
千
六
百
五
十
里　

五
十　

五
度　

ナ
リ
」
と
計
算
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、『
立
世
論
』
は
南
洲
の
南

北
の
径
を
二
〇
〇
〇
由
旬
と
す
る
。
介
石
は
一
由
旬
を
六
里
に
約
す

（『
須
弥
視
實
等
象
儀
記
』
五
丁
表
）
か
ら
、
閻
浮
提
洲
の
南
北
の

幅
は
約
一
二
〇
〇
〇
里
に
な
る
。
ま
た
、
日
本
は
閻
浮
提
の
南
部
を

通
る
夏
至
線
の
少
し
北
側
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。す
る
と「
日

本
ノ
京
師
ノ
天
頂
ヲ
去
ル
コ
ト
千
六
百
五
十
里
」
に
あ
る
北
極
は
、

閻
浮
提
の
中
程
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、明
治
一
〇
年
の『
儀
記
初
篇
』に
お
い
て
、介
石
は
、「
北

極
直
下
ノ
地
マ
デ
実
ハ
三
千
里
ト
モ
五
千
里
ト
モ
計
リ
知
ル
ヘ
カ
ラ

ス
。
恐
ク
ハ
万
里
以
上
ニ
過
キ
タ
ル
ヘ
シ
」（
一
一
丁
裏
）
と
、
考

え
を
改
め
る
。
そ
の
結
果
、
特
徴
②
の
よ
う
に
、
日
本
か
ら
「
万
里

以
上
ニ
過
キ
タ
ル
」
閻
浮
提
直
近
外
側
に
北
極
軸
を
立
て
る
こ
と
に

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

介
石
が
考
え
を
改
め
る
に
至
っ
た
主
な
要
因
は
、
こ
の
頃
頻

繁
に
行
わ
れ
た
北
極
探
検
で
あ
ろ
う
。
介
石
は
、『
朝
野
新
聞
』

一
〇
一
七
号
（
明
治
一
〇
年
一
月
廿
三
日
）
の
「
北
極
検
査
船
帰
港

の
報
」
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
英
国
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ネ
ア
ズ
大
尉
に
よ

る
北
極
探
検
（
一
八
七
五
年
五
月
二
九
日
か
ら
約
一
年
半
）
の
失

敗
、
と
り
わ
け
ネ
ア
ズ
大
尉
の
「
所
謂
北
極
は
決
し
て
近
づ
く
を
得

べ
か
ら
ず
」
と
い
う
帰
還
談
を
根
拠
に
し
て
、「
北
極
所
在
ノ
天
…

必
ス
数
万
理
以
上
ニ
過
キ
タ
ル
ヘ
シ
」
と
断
じ
て
い
る
（
一
一
丁
裏

～
一
三
丁
表
）。
他
方
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ウ
ェ
ガ
号
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
ア
ジ
ア
へ
の
北
極
航
路
探
索
に
成
功
し
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海

峡
を
通
っ
て
横
浜
港
に
帰
還
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、『
明
教
新
誌
』

八
六
八
号
（
明
治
一
二
年
九
月
一
四
日
）
が
「
地
球
説
に
付
て
は
確

実
な
る
一
証
據
と
な
る
」
と
報
じ
た
の
に
対
し
、
介
石
は
、「
カ
ノ

瑞
典
人
ノ
航
海
ハ
北
極
下
ノ
事
ニ
ハ
聊
カ
預
ラ
ズ
」
と
冷
や
や
か
に

応
じ
、
ネ
ア
ズ
大
尉
の
北
極
探
検
失
敗
こ
そ
考
慮
す
べ
き
だ
と
主
張

し
て
い
る
（『
詳
説
』
巻
之
下
二
四
丁
表
～
二
五
丁
表
）。

　

北
極
探
検
が
、
介
石
が
考
え
を
改
め
る
一
要
因
で
あ
っ
た
可
能
性

は
高
い
。
し
か
し
、
介
石
の
動
機
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
介
石
は
、

「
北
極
星
ハ
、
日
本
ノ
京
師
ノ
天
頂
ヲ
去
ル
コ
ト
千
六
百
五
十
里
」

と
い
う
計
算
が
、
地
を
球
と
す
る
仮
定
に
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
に

気
付
き
、
北
極
探
検
の
失
敗
や
そ
の
困
難
さ
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
こ

の
機
会
を
捉
え
て
、
地
球
説
に
立
つ
計
算
を
棄
て
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
あ
る
い
は
、
北
極
下
の
探
検
か
ら
地
球
説
を
裏
付
け
る
経
験
的

証
拠
が
も
た
ら
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
ら
は
北
極
に
つ

い
て
の
証
拠
で
は
な
い
と
言
お
う
と
し
て
、
北
極
を
遠
く
に
移
し
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
北
極
を
閻
浮
提
と
強
く
結
び

つ
け
る
介
石
の
視
實
等
象
儀
は
、
地
球
（
あ
る
い
は
閻
浮
提
）
に
つ

い
て
の
科
学
的
探
究
の
中
で
吟
味
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

須
弥
と
の
関
連
で
考
え
る
と
、
星
々
を
須
弥
中
心
の
世
界
と
北
極
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中
心
の
世
界
と
に
分
属
さ
せ
る
こ
と
が
、
や
は
り
問
題
に
な
る
。
特

に
、
一
部
は
地
に
出
没
す
る
こ
と
な
く
北
極
を
廻
り
、
他
の
一
部
は

地
に
出
没
す
る
天
体
、
つ
ま
り
銀
河
が
問
題
で
あ
る
。
介
石
は
、
こ

の
銀
河
の
所
属
問
題
を
『
須
弥
視
實
等
象
儀
記
』
に
お
い
て
取
り
上

げ
、
銀
河
は
全
体
と
し
て
北
極
實
象
天
に
属
す
と
答
え
て
い
る
。
そ

の
答
え
を
、
上
記
④
は
表
す
。

　

日
月
、
二
十
八
宿
に
つ
い
て
も
、
地
に
出
没
し
な
が
ら
も
明
ら
か

に
北
極
を
中
心
と
し
て
廻
っ
て
お
り
、
須
弥
山
を
廻
る
姿
は
観
測
さ

れ
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
詳
説
』
巻
之
下
の
中
心
問

題
で
あ
り
、「
須
弥
視
實
等
象
儀
」
は
こ
の
問
題
を
解
く
た
め
に
造

ら
れ
た
と
言
え
る
。
介
石
は
、
天
地
の
實
象
に
お
い
て
は
、
北
極
中

心
の
世
界
と
須
弥
中
心
の
世
界
と
が
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
る
が
、
わ

れ
わ
れ
が
南
洲
か
ら
観
測
す
る
と
き
、
そ
の
視
象
に
お
い
て
は
、「
須

弥
天
心
ト
北
極
天
心
ト
相
合
シ
テ
、
同
一
ノ
天
象
ニ
帰
」
し
、
須
弥

山
を
廻
る
日
月
二
十
八
宿
も
、
北
極
を
中
心
と
し
て
廻
る
よ
う
に
見

え
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
先
の
⑤
は
、
こ
の
こ
と
を
二
十
八
宿
に
つ

い
て
表
し
て
い
る
。

七
、
視
實
両
象
ノ
理
と
媒
象
輪

　

視
實
両
象
ノ
理
と
媒
象
輪
は
、
わ
れ
わ
れ
の
視
成
し
に
つ
い
て
の

原
理
（
一
種
の
観
測
理
論
）
と
そ
の
説
明
装
置
で
あ
る
。
介
石
は
、

「
視
實
両
象
」
を
「［
實
象
に
お
い
て
］
大
ヲ
小
ト
視
成
シ
、［
實
象

に
お
い
て
］
遠
キ
ヲ
近
ク
視
成
シ
、［
實
象
に
お
い
て
］
高
キ
ヲ
卑

キ
ク
視
成
ス
如
キ
ヲ
視
象
ト
名
ク
」（『
詳
説
』
巻
之
上
四
丁
表
）
と

説
明
し
て
い
る
。
媒
象
輪
は
、【
写
真
一
】
に
お
い
て
須
弥
實
象
天

か
ら
北
極
實
象
天
を
経
て
南
洲
の
視
象
天
へ
と
下
が
っ
て
い
る
網
状

の
多
数
の
輪
で
あ
る
。

　

視
實
両
象
ノ
理
と
媒
象
輪
は
、【
図
一
】
の
「
北
極
視
實
等
象
儀
」

に
お
い
て
は
、
日
月
は
實
象
に
お
い
て
は
北
極
中
心
の
大
き
く
高
く

遠
い
軌
道
を
平
ら
な
大
地
に
平
行
に
運
行
し
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ

は
そ
れ
を
、
そ
の
土
地
土
地
の
小
さ
く
低
い
天
球
を
地
に
出
没
し
な

が
ら
運
行
す
る
よ
う
に
、
つ
ま
り
「
西
洋
ノ
天
球
ノ
形
」
に
視
成
す

と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
原
理
で
あ
り
、
装
置
で
あ
っ
た
。

　

介
石
は
、同
じ
原
理
と
装
置
を
、【
図
二
】
の
「
須
弥
視
實
等
象
儀
」

に
も
当
て
は
め
、「
須
弥
天
心
ト
北
極
天
心
ト
相
合
シ
テ
、
同
一
ノ

天
象
ニ
帰
ス
」
こ
と
を
根
拠
づ
け
る
。
つ
ま
り
、
日
月
二
十
八
宿
は

そ
の
實
の
姿
に
お
い
て
は
須
弥
中
心
の
広
大
な
軌
道
を
地
に
平
行
に

周
回
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
閻
浮
提
洲
の
わ
れ
わ
れ
が
観
測
す
る

と
、
日
月
二
十
八
宿
も
北
極
中
心
を
廻
り
、
か
つ
狭
小
な
「
西
洋
ノ

天
球
ノ
形
」
で
地
に
出
没
す
る
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
媒
象
輪
は
、
南
洲
に
お
け
る
観
測
を
説
明
す
る
た
め

の
装
置
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
下
端
は
南
洲
に
固
定
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
実
際
、【
写
真
七
】
の
南
閻
浮
提
洲
を
囲
む

輪
に
は
、
媒
象
輪
を
南
洲
に
固
定
す
る
た
め
の
も
の
と
思
わ
れ
る
小

さ
な
留
め
具
が
三
つ
見
え
る
。
他
の
三
洲
に
は
こ
う
し
た
留
め
具
が

付
い
て
い
な
い
。
他
方
、
最
上
部
の
須
弥
實
象
天
の
二
十
八
宿
を
施
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し
た
環
に
は
、
媒
象
輪
を
掛
け
る
た
め
の
ツ
メ
が
付
い
て
い
る
。
だ

が
、
こ
こ
に
媒
象
輪
を
掛
け
南
洲
の
方
も
固
定
す
る
と
、
二
十
八
宿

を
施
し
た
環
の
日
周
運
行
は
不
可
能
に
な
る
。
視
實
等
象
儀
を
動
か

す
時
は
、
媒
象
輪
を
南
洲
か
ら
外
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

八
、
自ト

ケ

イ
鳴
鐘

　

熊
本
博
物
館
所
蔵
視
實
等
象
儀
の
器
械
部
分
に
つ
い
て
は
十
分
な

調
査
が
で
き
な
か
っ
た
。
不
十
分
だ
が
、
器
械
部
分
の
時
計
に
つ
い

て
以
下
ま
と
め
て
み
る
。

　

視
實
等
象
儀
の
時
計
の
時
刻
表
示
装
置
は
、【
写
真
八
】
に
見
え

る
よ
う
に
文
字
盤
と
一
本
の
針
か
ら
出
来
て
い
る
。
左
の
文
字
盤
の

【
写
真
九
】
を
見
る
と
、
昼
夜
各
六
時
が
色
分
け
さ
れ
、
割
駒
式
の

不
定
時
法
の
時
計
で
あ
る
。
ま
た
、
針
は
北
極
實
象
天
の
軸
棒
に
固

定
さ
れ
、
文
字
盤
が
時
計
回
り
に

一
日
に
一
回
転
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
（
割
駒
の
数
字
は
、
逆
時

計
回
り
に
読
ま
れ
て
い
く
）。

　
【
写
真
一
〇
】
は
時
計
の
時
打

装
置
の
鐘
と
思
わ
れ
る
。
視
實
等

象
儀
の
胴
部
の
底
に
付
い
て
い

た
。『
鎚
説
略
』（
五
四
丁
表
裏
）

は
、
安
政
二
年
製
作
の
視
實
等
象

儀
に
つ
い
て
、「
晝
夜
十
二
時
ハ

自ト

ケ

イ
鳴
鐘
ヲ
掛
テ
之
ヲ
告
ク
」
と
述
べ
て

い
る
。
ま
た
、『
儀
記
初
篇
』（
八
丁

裏
）
に
、
明
治
十
年
製
作
の
視
實
等
象

儀
に
つ
い
て
、「
時ト

規ケ
イ

ヲ
カ
ケ
テ
日
月

ノ
出
没
ト
正
晝
（
午
の
正
刻
、
い
わ
ゆ

る
正
午
か
）
ト
正
夜
（
子
の
正
刻
、
今

日
の
午
前
零
時
頃
か
）
ト
ノ
時
ニ
応
ス

ル
」
と
あ
る
。「
日
月
ノ
出
没
」
が
ど

の
よ
う
に
表
示
さ
れ
る
の
か
、
よ
く
分

か
ら
な
い
。
文
字
盤
の
色
分
け
が
関
係

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
日
月
が
東

洲
や
西
洲
の
上
に
あ
る
こ
と
が
、
南
洲

に
お
け
る
そ
れ
ら
の
出
没
の
「
時
ニ
応

ス
ル
」
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
点
を
除
け
ば
、『
鎚
説
略
』
や
『
儀

記
初
篇
』
の
説
明
は
、
熊
本
博
物
館
所

蔵
視
實
等
象
儀
の
時
刻
表
示
装
置
と
矛

盾
し
な
い
。
時
打
の
鐘
と
合
っ
て
い
る

か
ど
う
か
は
、
さ
ら
に
調
査
が
必
要
で

あ
る
。

　
【
写
真
一
一
】
は
、
胴
内
の
器
械
の

一
部
で
あ
る
。
丸
天
府
ら
し
き
も
の
が

右
下
に
見
え
る
の
で
、
こ
の
部
分
が
時

【
写
真
九
】
視
實
等
象
儀
（
熊
本
博

物
館
所
蔵
）
時
計
文
字
盤

【
写
真
一
〇
】

【
写
真
一
一
】
視
實
等
象
儀

（
熊
本
博
物
館
所
蔵
）
器

械
部
分
二
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計
の
作
動
装
置
（
運
針
装
置
）
で
あ
ろ
う
。
左
奥
は
動
力
ゼ
ン
マ
イ

を
収
め
た
筒
か
？

　

な
お
、『
鎚
説
略
』（
五
四
丁
表
裏
）
は
、
安
政
二
年
製
作
の
視
實

等
象
儀
に
つ
い
て
、「
記
節
輪
ハ
十
五
日
ゴ
ト
ニ
節
気
ヲ
指
シ
、
記

日
輪
ハ
毎
日
ノ
日
ヲ
指

シ

 

、
…
」
と
も
述
べ
て
い
る
が
、
二
十
四
節

季
を
表
示
す
る
「
記
節
輪
」、
日
付
を
表
示
す
る
「
記
日
輪
」
を
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

九
、
熊
本
博
物
館
所
蔵
視
實
等
象
儀
の
製
作
時
期
に
つ
い
て

　

武
藤
嚴
男
編
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
後
篇
』
に
仁
藤
巨
寛
著
「
等
象
齋

佐
田
介
石
略
伝
節
録
」
が
収
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
、「［
介
石

は
］
佛
教
天
文
器
須
彌
山
儀
器
、

西
南
の
兵
火

に
罹
れ
り　

視
實
等
象
儀
器
、

文
久
二
年

西
京
騒
亂

に
罹

れ
り　

を
製
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
介
石

が
視
實
等
象
儀
と
は
別
に
、
須
弥
山
儀
の
製
作
に
関
わ
っ
た
可
能
性

が
あ
る
。
し
か
し
、
介
石
自
身
が
須
弥
山
儀
製
作
に
つ
い
て
語
っ
た

記
録
を
私
は
見
出
せ
な
い
で
い
る
。
そ
れ
で
、
こ
こ
で
は
視
實
等
象

儀
の
製
作
だ
け
を
考
え
る
。

　

今
回
の
調
査
に
お
い
て
、
視
實
等
象
儀
製
作
（
者
）
に
関
わ
る
銘

や
墨
書
を
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
修
理
の
過
程
で
、
製

作
時
期
を
示
す
記
録
等
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
今
後
の
調

査
に
期
待
し
た
い
。

　

た
だ
し
、
介
石
自
身
の
著
述
や
そ
の
他
の
記
録
か
ら
、
熊
本
博
物

館
所
蔵
視
實
等
象
儀
は
、
明
治
九
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
、
遅
く
と

も
明
治
一
三
年
ま
で
の
間
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

［
ⅰ
］ 

種
々
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
介
石
は
視
實
等
象
儀
を
、
少
な
く

と
も
二
度
製
作
し
て
い
る
。

　

①
最
初
は
、
安
政
年
間
［
安
政
二
年
夏
］
の
製
作
で
あ
る
。
介
石

自
身
が
『
鎚
説
略
』
巻
之
下
五
三
丁
表
に
、「
安
政
二
乙
卯
ノ
夏
右

圖
ニ
冩
ス
ト
コ
ロ
ノ
器
ヲ
製
シ
テ
、
視
實
等
象
儀
ト
名
ケ
タ
リ
」
と

証
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
介
石
の
弟
子
で
あ
る
仁
藤
巨
寛
著
『
等
象

斎
介
石
上
人
略
伝
』（
耕
文
社
、
明
治
一
六
年
［
一
八
八
三
年
］
四

月
九
日
出
版
）に
も
、こ
の
時
の
製
作
が
語
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

谷
川
穣
氏
が
論
文
「
周
旋
・
建
白
・
転
宗
」
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
本
願
寺
学
林
の
『
学
林
万
検
』
の
安
政
二
年
［
一
八
五
五
年
］

二
月
廿
二
日
の
条
、
安
政
六
年
［
一
八
五
九
年
］
二
月
廿
九
日
の
条

な
ど
に
、
介
石
に
よ
る
視
實
等
象
儀
製
作
の
提
案
や
完
成
し
た
視
實

等
象
儀
を
細
川
家
や
本
願
寺
門
主
の
閲
覧
に
供
し
た
と
い
う
記
事
が

見
ら
れ
る
。

　

②
次
に
、
介
石
は
明
治
九
年
に
視
實
等
象
儀
製
造
に
取
り
掛
か

り
、
明
治
一
〇
年
に
完
成
さ
せ
る
。『
儀
記
初
篇
』（
明
治
一
〇
年

［
一
八
七
七
年
］
八
月
）
は
、
こ
の
時
の
視
實
等
象
儀
製
作
の
解
説

書
で
あ
る
。
そ
の
七
丁
表
裏
に
は
、「
今コ

ノ
タ
ビ般

ソ
ノ
器
械
ヲ
製
シ
…
視

實
両
象
ノ
理
ヲ
知
リ
易
カ
ラ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
。
是
レ
ソ
ノ
器
械
ヲ
視

實
等
象
儀
ト
名
ル
所
以
ナ
リ
。
蓋
シ
コ
ノ
機
械
製
作
人
ハ
、
機
關
ハ

筑
後
久
留
米
ノ
産
田
中
久
重
ナ
リ　

元
ト
儀
右
衛
門
ト
號

ス
。
年
齢
八
十
歳
ナ
リ
。　

ソ
ノ
他
ノ
諸
工

ハ
肥
後
熊
本
ノ
産
喜
三
郎
ナ
リ
…
コ
ノ
器
械
ノ
外
周
ヲ
周
匝
ス
ル
山
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ア
リ
。
是
レ
喜
三
郎
ノ
製
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
…
又
鏡
板
ノ
圖
画
ハ
東

京
ノ
産
狩
野
辰
信
ナ
リ
。
ソ
ノ
器
械
ノ
形
ハ
コ
ノ
第
一
圖
ノ
如

シ
。」
と
あ
る
。
田
中
久
重
の
年
齢
を
「
八
十
歳
」
と
し
て
い
る
。

寛
政
一
一
年
九
月
一
八
日
［
一
七
九
九
年
一
〇
月
六
日
］
生
ま
れ
の

田
中
久
重
は
、
明
治
一
〇
年
一
月
［
一
八
八
七
年
］
に
数
え
の
八
〇

に
な
る
。
従
っ
て
、「
今コ

ノ
タ
ビ般

ソ
ノ
器
械
ヲ
製
シ
」
と
は
明
治
一
〇
年

完
成
で
間
違
い
が
な
い
。

　

明
治
一
〇
年
の
視
實
等
象
儀
製
作
に
つ
い
て
は
、仁
藤
巨
寛
著『
等

象
斎
介
石
上
人
略
伝
』
六
丁
裏
七
丁
表
も
、
そ
の
製
作
と
明
治
一
〇

年
の
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
出
品
に
触
れ
て
い
る
。

　

③ 

明
治
一
一
年
以
降
に
、
視
實
等
象
儀
が
「
新
た
に
模
造
」
さ

れ
た
可
能
性
が
あ
る
。『
明
教
新
誌
』
六
七
二
号
（
明
治
一
一
年
七

月
二
六
日
）
に
、「
佐
田
介
石
師
の
視
實
等
象
儀
を
天
台
宗
大
教
院

及
ひ
大
師
河
原
平
間
寺
等
よ
り
注
文
に
て
新
た
に
模
造
す
る
と
い

ふ
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
既
に
造
ら
れ
て
い
る
視
實
等

象
儀
に
対
し
て
、「
新
た
に
模
造
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、（
模
造
す
る
）「
と
い
ふ
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
、（
模
造
）

「
さ
れ
た
」
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と

も
、
何
台
か
の
視
實
等
象
儀
が
既
に
造
ら
れ
て
存
在
し
て
い
た
が
、

新
た
な
注
文
（
複
数
）
に
も
応
じ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

［
ⅱ
］ 

熊
本
博
物
館
所
蔵
の
視
實
等
象
儀
は
い
つ
造
ら
れ
た
か
？

　

① 

そ
れ
は
、
安
政
二
年
夏
製
作
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

理
由
１
：『
略
伝
』
は
、
安
政
二
年
夏
製
作
視
實
等
象
儀
が
文
久

二
年
の
騒
乱
で
焼
失
し
た
と
伝
え
て
お
り
、
安
政
二
年
夏
製
作
の
視

實
等
象
儀
は
残
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
。

　

理
由
２
：
熊
本
博
物
館
所
蔵
視
實
等
象
儀
は
「
須
弥
視
實
等
象

儀
」
で
あ
る
が
、
安
政
二
年
夏
製
作
視
實
等
象
儀
を
解
説
し
て
い
る

『
鎚
説
略
』
は
、専
ら
「
北
極
視
實
等
象
儀
」
に
つ
い
て
の
み
語
り
、

「
須
弥
視
實
等
象
儀
」
に
つ
い
て
は
一
言
も
語
っ
て
い
な
い
か
ら
。

　

② 

熊
本
博
物
館
所
蔵
視
實
等
象
儀
は
、
明
治
一
〇
年
に
か
け
て

製
造
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
明
治
一
〇
年
完
成
の
視
實

等
象
儀
も
、「
須
弥
視
實
等
象
儀
」
で
は
な
く
、「
北
極
視
實
等
象
儀
」

で
あ
っ
た
可
能
性
を
皆
無
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

『
儀
記
初
篇
』
は
、「
ソ
ノ
器
械
ノ
形
ハ
コ
ノ
第
一
圖
ノ
如
シ
」
と

言
っ
て
、「
北
極
視
實
等
象
儀
」
を
指
し
て
お
り
、
ま
た
、
第
一
回

内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
の
視
實
等
象
儀
引
き
札
に
も
「
北
極
視
實
等

象
儀
」
が
描
か
れ
て
い
る
か
ら
。

　

し
か
し
、『
儀
記
初
篇
』
は
、
北
極
な
い
し
北
極
下
の
地
を
地
球

に
相
当
す
る
閻
浮
提
洲
内
に
位
置
づ
け
る
そ
れ
ま
で
の
考
え
（
こ
の

考
え
は
「
北
極
視
實
等
象
儀
」
と
両
立
す
る
）
を
改
め
、
北
極
を
閻

浮
提
洲
の
外
に
移
す
と
い
う
「
須
弥
視
實
等
象
儀
」
の
構
想
に
つ
な

が
る
考
え
を
採
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
儀
記
初
篇
』
は
そ
の
末
尾
で
、

「
視
實
等
象
儀
記
後
編
」
出
版
の
予
定
に
触
れ
、「
後
編
」
で
は
「
蘇

迷
廬
［
す
な
わ
ち
須
弥
山
］
ヲ
以
テ
日
月
行
度
ノ
中
心
ト
シ
テ
視
實

両
象
ヲ
論
ズ
」
と
言
っ
て
、「
須
弥
視
實
等
象
儀
」
の
構
想
を
明
言

し
て
い
る
。『
儀
記
初
篇
』
は
、「
須
弥
視
實
等
象
儀
」
を
構
想
し
つ
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つ
書
か
れ
た
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、「
須
弥
視
實
等
象
儀
」
が
簡
単

に
「
北
極
視
實
等
象
儀
」
に
転
換
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
博

覧
会
引
き
札
の
視
實
等
象
儀
は
、「
北
極
視
實
等
象
儀
」
に
転
換
さ

れ
た
状
態
の
「
須
弥
視
實
等
象
儀
」
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、「
須
弥
視
實
等
象
儀
」
で
あ
る
熊
本
博
物
館
所

蔵
視
實
等
象
儀
も
、
こ
の
時
期
に
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

③ 

熊
本
博
物
館
所
蔵
視
實
等
象
儀
が
、明
治
十
一
年
以
降
に
、「
新

た
に
模
造
」
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
。
し
か
し
、

『
明
教
新
誌
』
に
語
ら
れ
て
い
る
視
實
等
象
儀
が
模
造
さ
れ
た
と
す

れ
ば
、
そ
れ
ら
は
注
文
主
に
納
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
か
ら
、
熊
本
博
物
館
所
蔵
の
視
實
等
象
儀
は
、
明
治
十
年
に

完
成
し
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、『
詳
説
』
出
版
の
明
治
十
三

年
頃
ま
で
に
製
作
さ
れ
た
可
能
性
も
残
る
。
な
お
調
査
が
必
要
で
あ

る
。

文
献

（
呉
）
竺
律
炎
・
支
謙
共
訳
、『
摩
登
伽
経
』（
東
京
大
学
・
大
正
新
脩
大

藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

（
陳
）眞
諦
訳
、『
仏
説
立
世
阿
毘
曇
論
』（
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
）

円
通
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）『
佛
國
暦
象
編
』（
東
叡
大
王
府
藏
版
）、

国
立
天
文
台
三
鷹
図
書
室
所
蔵
。

円
通
、
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）、『
須
彌
山
儀
銘
並
序
和
解
』（
紀
府
・

感
應
蘭
若
藏
版
）、
熊
本
県
立
大
学
所
蔵
。

環
中
、
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）、『
須
彌
界
四
時
異
同
弁
』（
亀
山
・
栖

松
禅
軒
藏
版
）。

本
願
寺
学
林
、『
学
林
万
検
』（『
龍
谷
大
学
三
百
五
十
年
史　

史
料
編
第
二

巻
』
所
収
）。

佐
田
介
石
、文
久
二
年
一
二
月
（
一
八
六
三
）、『
鎚
地
球
説
略
』（
一
名
『
日

本
鎚
』）
三
巻
二
冊
。
熊
本
県
立
大
学
所
蔵
。

佐
田
介
石
、
明
治
一
〇
年
八
月
（
一
八
七
七
）、『
視
實
等
象
儀
記
初
篇　

一
名
天
地
共
和
儀
記
』（
出
版
人
・
藤
田
古
梅
）。

佐
田
介
石
、
明
治
一
○
年
～
十
三
年
頃
（
一
八
七
七
～
八
○
頃
）
か
、『
闇

中
案
』（
写
本
）、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵
。

佐
田
介
石
、
明
治
一
○
年
～
十
三
年
頃
（
一
八
七
七
～
八
○
頃
）
か
、『
須

彌
視
實
等
象
儀
記
』（
写
本
）、
大
宮
図
書
館
所
蔵
。

佐
田
介
石
、明
治
一
三
年（
一
八
八
〇
）、『
視
實
等
象
儀
詳
説
』二
巻
一
冊（
出

版
人
・
佐
田
介
石
）。
熊
本
県
立
大
学
所
蔵
。

仁
藤
巨
寛
、
明
治
一
六
年
四
月
（
一
八
八
三
）、『
等
象
斎
介
石
上
人
略
伝
』

（
耕
文
社
）。
国
立
国
会
図
書
館
・
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
。

仁
藤
巨
寛
、
執
筆
年
不
明
、「
等
象
齋
佐
田
介
石
略
伝
節
録
」（
武
藤
嚴
男

編
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
後
篇
』
昭
和
三
年
、
武
藤
嚴
男
他
編
『
肥
後

文
献
叢
書
別
巻
（
二
）』、歴
史
図
書
社
、昭
和
四
六
年
に
復
刻
収
録
）

谷
川
穣
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）、「
周
旋
・
建
白
・
転
宗
―
佐
田
介

石
の
政
治
行
動
と
『
近
代
仏
教
』
―
」（『
明
治
維
新
と
文
化
』
明

治
維
新
史
学
会
編
、
吉
川
弘
文
館
所
収
）



－ 15 －

岡
田
正
彦
、
平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）、『
忘
れ
ら
れ
た
仏
教
天
文
学
―

十
九
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
仏
教
世
界
像
』
ブ
イ
ツ
ー
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
。

林
隆
夫
、平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）、「
立
世
阿
比
毘
曇
論
日
月
行
品
訳
注
」

（
草
稿
）

梅
林
誠
爾
、
平
成
二
三
年
、
二
四
年
、「
佐
田
介
石
『
闇
中
案
』
巻
之
一
・

巻
之
二
注
釈
」「
巻
之
下
注
釈
」（『
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
紀
要
』

第
１
７
巻
、
１
８
巻
）

他
に
、『
朝
野
新
聞
』1017

号
（
明
治
十
年
一
月
廿
三
日
）、『
明
教
新
誌
』

672

号
（
明
治
十
一
年
七
月
二
十
六
日
）、868

号
（
明
治
十
二
年
九
月

十
四
日
）。

　

こ
の
報
告
書
作
成
の
も
と
と
な
っ
た
、
熊
本
博
物
館
所
蔵
視
實
等

象
儀
の
調
査
訪
問
は
、
当
初
天
理
大
学
岡
田
正
彦
氏
か
ら
提
案
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
日
程
調
整
に
手
間
取
り
、
と
り
あ
え
ず

単
独
で
六
月
二
九
日
に
訪
問
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
後
、
八
月

一
〇
日
に
岡
田
正
彦
氏
と
ご
一
緒
し
て
再
度
熊
本
博
物
館
を
訪
問
し

た
。
こ
の
調
査
結
果
は
、
六
月
二
九
日
の
調
査
報
告
で
あ
る
。
ま
た

本
報
告
文
は
、
同
志
社
大
学
仏
教
天
文
学
研
究
会
（
二
〇
一
二
年
七

月
二
二
日
）
に
お
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
時
の
批
評
を

も
と
に
幾
ら
か
訂
正
し
て
い
る
。
熊
本
博
物
館
の
学
芸
員
の
方
々
、

岡
田
正
彦
氏
、
仏
教
天
文
学
研
究
会
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。
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